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・みずべの寺子屋 in しののめ（川の日を国民の祝日にしよう会） 

・オオムラサキ観察会（オオムラサキの里を作る会） 

・小学校交通安全教室（壬生町交通安全母の会） 

・避難所運営に取り組む（至宝町南自治会自主防災会） 

・県民の日記念イベント（安塚駅前広場イルミネーション実行委員会） 

・清掃活動（川の日を国民の祝日にしよう会・壬生町の環境保全とプラごみゼロの会） 
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壬生町町民活動支援センター「みぶりん」 

 
開 館 日／火曜日～日曜日   

開館時間／９時～１７時 

休 館 日／月曜日･祝日・年末･年始 

 
 

〒321-0214 壬生町大字壬生甲 3843-1(保健福祉ｾﾝﾀｰ内) 

TEL 0282-21-8731 FAX 0282-21-8732 
Ｅ-mail: miburin@bz04.plala.or.jp 
http://www.town-mibu.com/miburin/ 

日時▶9/4㈬・11㈬・18㈬ 全て 午前１０時～午後３時 
・３回セット全て受講できなくても OK。・昼食持参。 

場所▶壬生町保健福祉センター 参加費▶無料 

講師▶栃木県カウンセリングセンター 公認心理師 宗崎知子先生 

申込・問合せ▶壬生町社会福祉協議会 ☎８２－７８９９ 

       壬生町傾聴ボランティアグループ「きかせて」会長 佐藤輝男 ☎８２－３９０２ 

 

傾聴ボランティア養成講座の開催 

講座を受講し、 
一緒に活動しませんか？ 
現在、傾聴ボランテイアを 
されている方も大歓迎! 

みぶ吹奏楽団 
第７回 定期演奏会 

9/15㈰ 入場無料 

開演▶14 時(開場 13:30) 
場所▶城址公園ホール 
   （壬生中央公民館） みぶ吹奏楽団 HP 

第 4回 うたの花束 
平和を願い希望を歌う 

8/25㈰ 参加費無料 

開演▶10 時(開場 9:45) 
場所▶稲葉地区公民館講堂（上稲葉 932） 
プログラム▼ 
・野に咲く花のように 

・さとうきび畑  他 

主催▶コールたんぽぽ 

問合先▶事務局 090-3348-0983 

健康ふくしまつりを一緒に盛上げませんか！ 
１０月２０日（日）開催「第３５回健康ふくしまつり」の新規参加団体を 

募集します。（みぶりんに登録がある） 

募集期間▶８月１日～８月３０日 

出店場所▶屋外 多目的広場（テント） 

出店内容▶活動 PR 作品展示 日用品バザー等 

連絡先▼ 

壬生町役場健康福祉課壬生町健康ふくしまつり実行委員会事務局 TEL0282-81-1885 

詳細はこちら 

指揮:松山美由紀 

 

http://www.town-mibu.com/miburin/
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７月７日、川の日記念日に、「川の日を国民の祝日にしよう会（桑原史朗代表）」は、「み

ずべの寺子屋 in しののめ」を開催しました。 

快晴の中、約５０人の親子が参加して、循環型社会の仕組みや CO2 削減、川の生き物な

どの解説の後、会場を流れる黒川の浅瀬に移動し、水生昆虫を餌に小魚を釣るなど、楽し

みながら環境保護につながる体験学習を行うことができました。（みぶりん記） 

 

活動報告

「オオムラサキの里を作る会（大島菊夫代表）」は６月２６

日に壬生北小学校、２７日に壬生小学校にて、３年生を対象

に「オオムラサキ観察会」を開催しました。 

児童は、大島先生からオオムラサキとカブトムシの説明

を聞き、サナギを熱心に観察しました。 

国蝶オオムラサキの生態を学んだ児童は、感性豊かに

大きく羽ばたくことでしょう！     （みぶりん記） 

 

みずべの寺子屋 in しののめ 川のいきものを探そう！ 

 川の日を国民の祝日にしよう会 

   オオムラサキ観察会 
    オオムラサキの里を作る会 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
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安
心 
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  小学校交通安全教室 壬生町交通安全母の会 

避難所運営に取り組む 

至宝町南自治会自主防災会 

６月２３日、「至宝町南自治会自主防災会（玉田英二会長）」は、壬

生東小学校にて、自治会会員など約８０名が参加し、能登半島地震

を教訓にした防災訓練を実施しました。 

避難所運営訓練では、簡易テント等の組立て方を体験、炊き出し

訓練では、アルファ化米とカレーを作り試食しました。 

災害発生時は、自分の身を守り周囲の人と助け合うことが非常

に大切であることが理解できました。 （会長 玉田英二様記） 

 

 

「壬生町交通安全母の会（亀田ヨシ会長）」は、壬生小学校と睦小学校にて、交通安全教

室を実施しました。 

 交通安全の二つの合言葉！ 

① 道路歩行時に、とまる ・ まつ ・ とびださない、という 「とまとのおやくそく」、 

② 自転車に乗る前にブレーキ ・タイヤ ・ ハンドル ・ 車体 ・ ベルを点検する 「ぶたは 

しゃべる」です。 

 子どもたちは、合言葉を真剣に聞き、基本の交通ルールを楽しく学びました。今後も交通

事故から自分の身を守れるよう活動してまいります。  （会員記） 

活動報告

避難所運営訓練では、簡易テント等の組立て方を体験、炊き出し訓練では、アルファ化

米とカレーを作り試食しました。 

災害発生時は、自分の身を守り周囲の人と助け合うことが非常に大切であることが理

解できました。 （会長 玉田英二様記） 

 

【お詫びと訂正】 

・５月号でご紹介しました、「遊窓会」の代表者名は、正しくは「荒井和司」さんです。お詫びして

訂正いたします。 

・７月号でご紹介しました、お達者サロン「むつみの郷」の代表者名は、正しくは「永野春男」さん

です。お詫びして訂正いたします。 
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☆「みぶりんだより」は下記のところに置いています☆ 

みぶりん･保健福祉センター・壬生町役場･各出張所･コミュニティセンター・各公民館･生涯学習館･図書館･歴史民俗資料館・ 

体育館・みらい館・おもちゃ博物館･嘉陽が丘ふれあい広場・ふれあい交流館・シルバー人材センター・各小中学校・壬生高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 ★ニイニイゼミ→アブラゼミ→ツクツクボウシ→ヒグラシと同じ夏

でも移ろいます。（越路） ★今月は、いよいよ、パリ２０２４パラリンピックが開催さ

れます。がんばれニッポン！（水野） ★ハスの花が咲く池を訪れ、大輪の美しさ

に圧倒されました。皆さんもぜひ、ハスの花や夏のお花を見に出かけてみてくだ

さい。（小田垣） ★ねこのあめちゃんは、窓際で外の景色や鳥を眺めています。

とてもリラックスしています。（渡邉) 

活動報告

 

 県民の日記念イベント 
 安塚駅前広場イルミネーション実行委員会 

 ６月１５日、栃木県民の日に「安塚駅前広場イルミネーション

実行委員会（坂井憲雄代表）」は、安塚駅西広場にてイベントを

開催しました。ミニ縁日、マルシェの開催、キッチンカーの出

店、さらに先着２００名に、Tono 愛果ジャム、お殿様の兵糧（イチ

ゴパン）、お菓子、ニラのプレゼントが行われました。 

また、安塚囃子連によるお囃子が響き、お祭りムードも一段

と盛り上がりを見せていました。 （会員記） 

    

清掃活動 
川の日を国民の祝日にしよう会 

壬生町の環境保全とプラごみゼロの会 
 

しののめ公園河川敷にて 恵川河川敷にて 

 ６月１６日、「川の日を国民の祝日にしよう会（桑原史朗代表）」と、「壬生町の環境保全と

プラごみゼロの会（荻原二三雄代表）」は清掃活動を実施しました。 

 草が生い茂る河川敷でペットボトルや空き缶などを回収しました。ごみを適切に処理して

川の生き物や植物を守り、地球を守ることにつながる活動を続けています。 

 

 草が生い茂る河川敷でペットボトルや空き

缶などを回収しました。プラごみなどの適切

な処理で、河川の環境保全の意識が広がる

よう活動を続けています。（みぶりん記） 

 


